
普及項目 栽培 

漁業種類等 ナマコ桁網漁業 

対象魚類 ナマコ 

対象海域 八代海、有明海 

 

ナマコ桁網組合による資源増殖に向けた稚ナマコ放流 

天草広域本部水産課・永田 大生  

 

【背景・目的】 

 ナマコの資源管理を進める天草漁協新和支所ナマコ桁組合に対して、種苗生産を行う先

進地視察研修や稚ナマコ放流の指導を行い、放流種苗の安定確保とナマコ資源量の増加に

寄与することを目的とした。 

 

【普及の内容・特徴】 

 (1)ナマコの種苗生産研修 

  日時：平成30年6月5日 

    場所：佐賀県玄海水産振興センター（佐賀県唐津市鎮西町） 

  参加者：ナマコ桁網組合員4名、漁協職員1名、水産課1名 

  概要 

   先進地である佐賀県玄海水産振興センターで稚ナマコの種苗生産方法や中間育成方

法について研修した。また、ナマコ桁網組合員がセンター職員と稚ナマコ購入の交渉

を行い、センター生産の余剰分を購入できることとなった。 

 (2)稚ナマコ放流 

  日時：平成30年8月24日 

    場所：天草市新和町地先 

  参加者：ナマコ桁網組合員12名、漁協職員2名、水産課1名 

  概要 

   佐賀県から1万尾の稚ナマコを購入し、研修で学んだ「封をしていない玉ねぎ袋に

入れて放流する方法」で放流した。なお、放流場所は天然採苗試験で良好な結果が得

られた2ヵ所とした。 

 

【成果・活用】 

研修をきっかけとして人工種苗を放流することができた。今後も継続して天然採苗と人

工種苗放流を併せた資源増殖に取り組み、段階的な漁獲規制も実施することで、本地区で

のナマコ資源量増大につなげたい。また本取組みは、漁業者間の情報交換によって有明地

区での天然採苗試験に波及した。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 ナマコ桁組合による稚ナマコ種苗生産施設の視察および稚ナマコ放流 

a：佐賀県玄海水産振興センター職員による稚ナマコ生産概要の説明 

b：稚ナマコ中間育成施設見学 

c, d：稚ナマコ放流 

e：有明地区での天然採苗試験のための採苗器設置 
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